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スローガン 

「子どもたちの明るい未来づくり」 
 

＜はじめに＞ 

塩尻市立桔梗小学校は 1988 年 4 月 1 日、当時マンモス校と呼ばれていた塩尻西

小学校から分離開校し、これまで 34 年もの長い間多くの子供たちの心と体を育み、

子供たちの健全な育成に寄与してまいりました。分離開校した当時、私は塩尻西小

学校 4 学年に上がるころの出来事で、仲が良かった多くの友達とは一旦離れはしま

したが、新しい友達との第 2 の小学校生活がスタートした年でもあり、その当時の記

憶もまだ鮮明に残っております。 

当時を振り返ってみると私たちの学校生活を支えてくれていたのは、学校の先生

はもちろんのこと、紛れもなくＰＴＡ活動を通じて協力してくださったお父さんお母さん

方のお陰であるということ、そして地域の方々やその他多くの各種諸団体の皆様に

支えられたお陰で学校生活を送ることが出来たということです。今こそその恩返しを、

次世代を担う明るい未来に向かう子供たちのために行動する機会なのだと考えまし

た。 

一昨年より続く未だ終わりの見えないコロナ騒動の中ではあるが一方、学校・地域

と一体となって懸命に活躍する保護者の皆様方に、改めてＰＴＡの意義や役割の大

きさを認識することもできた年であったのではないでしょうか。そして今もなお継続す

る新型コロナウイルスによる様々な不都合に直面しており、不安を抱える子どもたち

にとって、将来へ希望を持てる環境づくりのために、私たちが活動する PTAの役割も

さらに重要性が大きくなっていると思います。開校から 35年を迎えた本年度において

は、さらなる子供たちの明るい未来のための充実と発展を、以下の活動方針をもと

に活動してまいります。 

 

＜活動方針＞ 

 

「時代や環境の変化に柔軟に対応し、我々PTA が主体となって地域と学校を結び、一

人ひとりが子どもたちの明るい未来のために活動する」 


